
竹原市に住んでいる方へ、竹原市に来た方への情報紙

にちにち通信

杏竹館（KYOCHIKUKAN)特集
　菜の花咲かせ隊の取り組み
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術
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と
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館

杏⽵館オーナー
中島 英勝 さん

⽵原⽣まれ。⾼校卒業まで⽵原で育ち、
⼤学卒業後は広島県内の呼吸器内科医と
して活躍。2010年より、内科中島医院
を継承し、中島内科クリニックと名を改
め、院⻑として、多くの患者の診療にあ
たっている。クリニックと同じく、多⽬
的ホール杏⽵館も継承している。
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館
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は
⽵
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か
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あ
る
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術
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ら
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⾳
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⼊
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⽅
に
美
味
し
い

コ
�
ヒ
�
を
淹
れ
て
い
た
だ
け
ま
す
�
館
内

に
設
置
さ
れ
た
テ
�
ブ
ル
と
椅
⼦
は
カ
フ
�

の
よ
う
に
⾃
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
�

数
百
点
を
超
え
る
蔵
書
か
ら
本
を
選
ん
で
読

書
に
浸
る
も
良
し
�
無
料
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
を
利
⽤

し
て
仕
事
に
勤
し
む
も
良
し
で
す
�

杏⽵館 詳細
アクセス：⽵原駅から徒歩10分
営業⽇：⽊・⾦・⼟曜⽇
営業時間：13時から17時
⼊館料：⼤⼈100円・中⾼⽣50円
SNS：kyochikukan_takehara
(インスタグラム・お問い合わせ先)
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⽒
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⽅
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⼭
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﹁
菜
の
花
﹂
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⽒
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０
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⽒
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⼈
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︶
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⼿
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⼭
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⼈
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⾏
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⼭
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﹃
⾏
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⾏
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⼈
の
思
い
出
に
な
�
て
い
る
の
が
素
敵
だ
な
と

思
�
て
﹂
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⼈
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⼟
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す
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アクセス：国道185号線道沿い
⽵原駅から⾞で10分・⾃転⾞20分
バンブー運動公園から⾞で5分
※地理院地図を使⽤しています
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⽅
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⾷
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⽅
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⼈
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⼾
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⾊
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⾊
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⾒
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﹂

Trattoria�M
室岡真⼈シェフ

静岡県出⾝。関東から⽵
原へ移住。⽵原市中央の
飲⾷店、イタリア⾷堂
Trattoria�M（トラットリ
アエム）のシェフ。2⽉に
⽵原PR⼤使に就任。



編集だより

はじめまして。私たちは、にちにち通信と申します。本
号を⼿に取って頂きありがとうございます。初めてのこ
とが多くて、⽵原の皆様のご協⼒のもと作り上げること
ができたフリーペーパーです。これから、⽵原のこと、
また⽵原周辺地域のことを取り上げて、⾯⽩いなと思っ
てもらえるように頑張りたいと思います。
⼿に取ってもらっている⽅が⽵原の⽅、⽵原市外・広島
県外からの⽅でも楽しめるような内容にしていければと
思っています。よろしくお願いいたします。次号は、3⽉
初旬に発⾏いたします。どうぞ楽しみにしていただける
と嬉しいです。 
              Umi舎（ユーミーシャ）

発
行

元
：

Um
i舎

　
Um

isha©
2024

発
行

日
：

2024年
2月

27日
 02

お
問

い
合

わ
せ

先
：

nichi.nichi.2sin


